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02
町
の
支
援
金
を
活
用
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け

　
商
工
会
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
に
つ
い
て
相
談
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
現
在
お
客
様
か
ら
好
評
を
得
て
い

る
革
製
品
に
注
力
し
よ
う
と
考
え
た
た
め
、
工
程
の
一
部
を

機
械
化
す
る
事
で
、
効
率
が
格
段
に
上
が
る
「
工
業
用
ア
ー

ム
ミ
シ
ン
」や「
革
漉
き
機
」を
導
入
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

01
事
業
に
つ
い
て

　
３
坪
ほ
ど
の
カ
ー
ポ
ー
ト
を
改
装
し
、
ア
メ
リ

カ
ン
雑
貨
の
販
売
店
と
し
て
創
業
し
ま
し
た
。
現

在
は
手
作
業
で
行
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
革
製
品
の
販
売

を
本
格
化
。「
心
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
世
界

観
で
モ
ノ
づ
く
り
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
全
て
の

工
程
を
手
作
業
で
行
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
革
製
品
を

作
製
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
革

製
品
の
受
注
や
、
可
愛
い
雑
貨
、
天
然
石
ア
ク
セ

サ
リ
ー
の
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。
オ
ー
ダ
ー
製

品
は
、
刺
繍
の
ワ
ッ
ペ
ン
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
テ
ッ

カ
ー
、
ア
イ
ロ
ン
の
ネ
ー
ム
ワ
ッ
ペ
ン
、
イ
ラ
ス

ト
ワ
ッ
ペ
ン
の
製
作
も
承
っ
て
お
り
ま
す
。
革
製

品
の
簡
単
な
修
理
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
毎

月
数
回
、
県
内
外
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
等
に
出

店
し
販
売
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
遊
び

に
き
て
く
だ
さ
い
。

＊
作
製
し
て
い
る
革
製
品
：
財
布
、
名
刺
入
れ
、

キ
ー
ケ
ー
ス
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
バ
ッ
ク
、
ス
マ

ホ
ポ
ー
チ
な
ど

03
支
援
金
を
活
用
し
て
み
て

　
当
店
の
よ
う
な
個
人
店
に
と
っ
て
、
金
額
面
で
支
援
を
い

た
だ
け
た
こ
と
は
大
変
助
か
り
ま
し
た
。
設
備
を
導
入
後

は
、
今
ま
で
よ
り
生
産
効
率
が
上
が
り
、
よ
り
多
く
の
革
製

品
を
作
製
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
支
援
金
は
い
つ
も

あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
情
報
収
集
や
導
入
時
期
を
見
定

め
る
必
要
が
あ
る
為
、
今
後
も
何
か
新
し
い
事
業
を
考
え
た

ら
、
商
工
会
に
相
談
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

04
今
後
の
目
標

　
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
事
業
の
み
で
営
業
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
で
す
。
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
等
に
出
店
し
て
い

る
の
で
、
県
内
外
で
認
知
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
、
お
店
を
革

製
品
で
埋
め
尽
く
せ
る
よ
う
様
々
な
製
品
を
作
製
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
の
予
定
で
は
ベ
ル
ト
の
製
作
も
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
革
製
品
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
店

と
し
て
、
お
客
様
の
ご
要
望
に
親
身
に
な
っ
て
対
応
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

代 表 者　赤穂　貴俊
事業内容　全ての工程を手作
業で行うオリジナル革製品と
オーダーメイド商品の販売
創 業　２０１４年３月３０日
事業開始日　２０１４年６月２３日
営業時間　１１時～１８時３０分
定 休 日　水曜日（イベント
等出店のための臨時休業あり）

K o K o z u k u r iこの町を元気に　嵐山町商工会

～嵐山町販売促進支援金を活用してみて～

申請サポート
　嵐山町商工会では、様々な情報の提供はもちろん、国・県・町等の補助金
や支援金を活用する際の申請サポートも行っています。事業者が事業を
継続し、その先の成長へつなげるため伴走型の支援を実施しています。

令和５年度らんざん創業塾が開催されました
　９月２６日、１０月３日、１０日、１７日、２４日の計５日間において、ら
んざん創業塾が開催されました。
　これから創業を考えている方、創業後１年未満の方を対象に、今
年度は６名の方に参加いただきました。
　今回の創業塾は、中小企業診断士の講師をお招きするだけでな
く、税理士や金融機関の方々にも講師をしていただき、より専門性
に優れた講義をしていただきました。
　最終日の５日目には、受講生の方々が３年後について、発表する
機会が設けられ、各々資料やチラシを作成する等、熱心に取り組ん
でいました。

VOL.

04 ▶幸せを運んで
くれるネイティ
ブアメリカンの
精霊をイメージ
したロゴ

＜Instagram＞

問嵐山町商工会　℡０４９３-６２-２８９５

今
月
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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　無色・茶色びんは、ガラス類のリサイクルを行っていますが、正しい分
別がされていないとリサイクルすることができなくなってしまいます。キ
ャップ（フタ）を外して中を水洗いし、無色びん・茶色びんは、毎月第４水
曜日に回収かごにいれて出してください。また、キャップは材質ごとに分
別をして出してください。みなさまのご理解、ご協力をお願いします。

無色びん・茶色びん・ガラス類（その他）の分別の徹底についてPICK
UP

無色びん 茶びん ガラス類（その他びん）
毎月第４水曜日に収集 毎月第４水曜日に収集 毎月第２・第４水曜日に回収

▶無色透明びん
▶口部から底まで無色で透き
通っているもの（飲料・調味
料等など）

▶茶色のびん
▶はっきりとした茶色のびん
（栄養ドリンクびんや一升
びんなど）

▶リサイクルに適さないガラス類（その他）無色び
ん・茶びん以外のびん

（例）色付きびん（黒や淡い青、緑などの中間色び
んも）、薬品びん（農薬・劇薬など）、陶磁器
（茶碗・食器など）、耐熱びん（哺乳瓶・耐熱調
理器など）

※無色びんに「せともの類」の混入が多く目立ちます。 実際に無色ビンに混入していた不適物

　小川地区衛生組合へのごみ直接持込みの年末の受付最終日は、１２月２８日（木）１５時までです。
注意点

ご注意ください
年末年始ごみの直接持込みPICK

UP

　資源回収を次のとおり実施します。ご協力よろしくお願いします。
　１月１２日（金）１５時から１月１５日（月）１０時まで　回収場所　玉ノ岡中学校
集荷品目　古新聞・古雑誌・アルミ缶・ダンボール
回収方法　コンテナを部室棟前駐車場に配置しますので車等でご持参のうえ、集荷品目毎にコンテナに入れてく
ださい。
※アルミ缶以外はひもで束ねるか、袋等に入れてまとめてください。
※アルミ缶は洗って乾かしてください。
※安全のため、正門から裏門への一方通行となります。

日

玉ノ岡中学校資源回収（持参）のお願いPICK
UP

問環境課　℡０４９３－６２－０７１９

▶衛生組合に直接持込みするには「搬入申込書」が必要です。
環境課、ふれあい交流センター、町ホームページで配布等
していますので、必ず用紙をお手元に準備し、必要事項を
記入の上、衛生組合受付に提出してください。

▶お越しの際は、小川東中学校側の入口からお越しください。
▶長時間お待ちいただく場合があります。
▶分別（分解）等をされていないと、お持ち帰りとなります。
詳細は、ごみ・資源分別カレンダー又は町ホームページをご覧ください。

▶体調がすぐれない方は、ごみの持ち込みはお控
えください。

▶搬入するごみはご自宅で分別（分解）し、すぐに
荷下ろしできる状態にしてください。

▶最終日の１２月２８日（木）は終日混雑が予想されます。
▶年始のごみの直接持込み受付は、１月４日（木）
９時からです。

問環境課　℡０４９３－６２－０７１９
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